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【緒言】有機塩であるイオン液体（IL）は、アニオン・カ

チオン種の組み合わせや分子構造によって、様々な融点を

示し、室温において液体状態となるものが多い。また、ヘ

テロ界面に形成される IL の電気二重層（EDL）は隣接す

る材料の電気物性を大きく変化させるため、EDL の形成

と特性の解析は重要である。本研究では、49C に強誘電

－常誘電相転移点（キュリー点）をもつ硫酸トリグリシン

（TGS）を用いることで、IL/強誘電体界面におけるイオ

ンと分極場との相互作用の解明を試みた。更に、30C に

融点をもつ[TMHA][TFSI]（Fig. 1）を用いることで、固液

相転移に伴う EDLの形成過程を比較し、分極場が IL内の

イオンの運動性に与える影響を検討した。 

【実験方法】蒸発法により作製したTGS単結晶薄片と ITO

電極付ガラス基板をスペーサーを介して対向させ、

[TMHA][TFSI]を注入した。その後、単結晶上に Ag ペー

ストを塗布することで IL/TGS積層素子（Fig. 2）を作製し

た。TGS に対する分極未処理の素子 Aと分極処理を施し

た素子 Bの 2種類を準備し、それらを約-40Cまで冷却し

た後、昇温しながら各温度で誘電分散特性を測定した。 

【結果と考察】Fig. 3に IL/TGS積層素子の 10 Hzにおけ

る比誘電率の温度変化を示す。分極未処理の素子 Aでは 0Cから 30Cにかけて比誘電率が増加した。

これは ILの融解に至るまでに固液混合相を経てイオンの運動性が向上し、EDLを形成したことが原因

である。また 49C での比誘電率の発散は TGS の強誘電－常誘電相転移の影響である。一方、分極処

理を施した素子 Bでは ILの固相である 30C以下で比誘電率は一定であった。これは TGSの分極場に

より IL中のイオンが強固に固定されたためと考えられる。その後、融解の影響で 30Cにて EDLの形

成より比誘電率は急激に増加した後、素子 Aと同様に比誘電率は発散した。また素子 Aに比べ分極処

理を施した素子 Bでは比誘電率が大きく減少した。ILの静電容量は電位依存性があることが知られて

おり、電位の増加により静電容量は減少する。したがって分極場による IL中の局所電場の増加により

IL の静電容量が減少し、素子全体で比誘電率が減少したと考えられる。また比誘電率の減少幅からこ

の分極場による影響は非常に大きい。以上より、TGSが形成する分極場が IL中のイオンを強く影響す

ることが示された。 
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Fig. 2 Device structure of IL/TGS stacked device. 

Fig. 3 Temperature dependences of dielectric 

constant of Device A and Device B. 
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Fig. 1 Chemical structure of [TMHA][TFSI] 
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